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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　標高279メートル、葵区・清水区・境の山、両市街・伊豆
半島・南アルプスの眺望がすばらしい。
　NHK大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の御家人「13人」のう
ちの1人、梶原景時が最期を迎えた場所とされる。
　地元、健全育成会（葵区）と鳥坂有志・鳥若会（清水区）に
よりハイキングコースが整備されている。（松原　三郎）

梶原景時終焉の地梶原景時終焉の地

梶 原 山梶 原 山
山頂から観た清水区山頂から観た清水区

山頂から観た葵・駿河区山頂から観た葵・駿河区
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謹
賀
新
年

一
般
社
団
法
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静
岡
市
老
人
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ラ
ブ
連
合
会  

		


 
		



　
会
長　

遠
藤　

日
出
夫

静
岡
市
長
　
田
辺
　
信
宏

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
65
歳
以
上
の
人

口
比
率
は
29
・
１
%
、
本
市
の
比
率

は
30
・
８
%
と
高
齢
化
は
急
速
に
進

行
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の

中
で
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と

い
わ
れ
る
今
日
、「
健
康
長
寿
社
会
」

の
実
現
を
目
指
す
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

活
動
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
で
は
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
掲
げ
る
三
大
目
標

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
実
現
の

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
き

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び

た
め
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が

ら
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
目
標
と
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
３
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
と
も
な
い
、

不
安
と
混
乱
の
社
会
環
境
に
あ
り
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
も
十
分
な
活

動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
て
も
新
た
な
変
異
株

の
流
行
が
心
配
さ
れ
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
す
。

　

一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

や
治
療
薬
の
開
発
な
ど
コ
ロ
ナ
収
束

に
向
け
た
取
り
組
み
が
加
速
し
て
お

り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
到
来
が

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
の
台
風
15
号
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
清
掃
活
動
な

ど
、
地
域
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
大
会
で
は
、
３
年
ぶ
り
に
芸
能
発

見
え
つ
つ
も
あ
り
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
に
お
い
て

は
、「
感
染
防
止
」
と
「
活
動
継
続
」

の
両
立
を
目
指
し
た
活
動
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
各
区
及
び
各
学
地

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
引
き
続

き
連
携
を
図
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の

観
点
か
ら
も
、
可
能
な
限
り
各
種
事

業
を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
だ
け
れ
ど
こ
ん
な
こ
と

も
出
来
る
！
」
を
合
言
葉
に
「
健
康

長
寿
社
会
」
の
実
現
の
た
め
、
活
力

と
魅
力
を
共
有
で
き
る
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
々
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

一
般
社
団
法
人 

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会  

		


 
	

女
性
委
員
長　

日
野　

長
子

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

各
区
の
女
性
委
員
を
は
じ
め
会
員

の
皆
様
も
健
や
か
な
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
事
業
計
画
の
全
て
を
縮
小
し

な
が
ら
も
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
三

区
女
性
委
員
合
同
交
流
会
も
は
ー
と

ぴ
あ
清
水
で
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

大
会
で
は
清
水
区
の
女
性
委
員
の
皆

さ
ん
が
、
詐
欺
防
止
の
寸
劇
を
披
露

し
て
く
だ
さ
り
大
好
評
で
し
た
。

　

本
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
踏
ま
え
な
が
ら
事
業
計
画
は
進
め

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
女
性
委
員
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
こ
と
を
会
員
内
外
の
方
々
に
良
く

知
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
一
人
が
一
人

に
呼
び
掛
け
て
会
員
増
強
に
繋
げ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

表
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
か
な
が
わ
２
０
２
２
の
ペ
タ
ン
ク

競
技
に
お
い
て
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会

員
の
方
が
好
成
績
を
収
め
ら
れ
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
活
動
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、
今

後
と
も
皆
様
の
豊
か
な
経
験
、
知
識

を
活
か
し
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
な

が
ら
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
輪
を
広
げ

て
い
た
だ
き
、
活
動
が
さ
ら
に
充
実

し
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、「
健
康
長
寿

の
ま
ち
の
推
進
」
に
力
を
入
れ
、
皆

様
が
生
き
が
い
を
も
ち
、
生
涯
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
、本
年
４
月
か
ら
、

第
３
次
総
合
計
画
の
理
念
を
継
承

し
た
、
第
４
次
静
岡
市
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。「『
世
界
に
輝
く

静
岡
』の
実
現
」の
た
め
、「
市
民（
ひ

と
）が
輝
く
・
都
市（
ま
ち
）が
輝
く
」

静
岡
市
を
目
指
し
、
全
世
代
が
活
躍

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市

の
益
々
の
ご
発
展
、
そ
し
て
、
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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第 1 部：表 彰 式 　 表 彰 者第 1 部：表 彰 式 　 表 彰 者

区 氏　　名

葵　区

由井　政男
望月　勝次
飯野紀代子
安藏　忠夫
菊池　康夫

駿河区 澁谷　幸一

清水区

佐藤　　一
北條　昇志
中村　敏篤
野中　幼二
堀　　光幸
上田　武彦
鈴木　清浩
佐野　英男
小澤　章吾
亀井　駿児
西山　　威
望月　勝己

会長5年以上功労者会長5年以上功労者
区 氏　　名

葵　区
三浦　富江
望月　尚江
齊藤　麗子

駿河区 加納　従子

清水区

横山　延子
斉藤　英夫
福本　孝吉
池谷　記江
中山　秋夫
三上　崎子
梅島喜和子
梅島みち江
伊藤　　亢

役員10年以上功労者役員10年以上功労者

区 クラブ名
駿河区 弥生会
清水区 渋川北シニアクラブ

優良クラブ優良クラブ

順　位 区 クラブ名
１位 駿河区 八幡 4丁目シニア寿会

２位 葵　区 長生会
駿河区 川原中長寿会

会員増強特別賞会員増強特別賞

区 氏　　名
葵　区 望月　　繁

全国老人クラブ連合会全国老人クラブ連合会

区 氏　　名

葵　区 石川　和恵
井出志津夫

事務局 内田　　篤

関東甲信越静ブロック関東甲信越静ブロック
老人クラブ連絡協議会老人クラブ連絡協議会

　10月４日静岡市民文化会館において第６回シニアクラブ
大会が開催されました。最近の２年間はコロナ禍のため表
彰式のみの縮小された大会でしたが、今回は３年ぶりに大き
な会場で第２部芸能発表の部も含め盛大に開催されました。
ご来賓は佐藤成子市議会副議長、池田陽平市保健福祉長寿局次長、三重野隆志市社会福祉協議会会長のお三方で
した。永年シニアクラブに貢献された皆さまを次のとおり紹介させていただきます。おめでとうございます。

シニアクラブ大会が開催される

活 動 報 告 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　活 動 報 告 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　
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第 2 部：芸 能 発 表第 2 部：芸 能 発 表

　第２部はリフォームファッションショー・演芸・啓発
寸劇の３部構成で行われました。
　ファッションショーではリフォームされた作品の一つ
一つが紹介されステージでのポーズに目を留めることが
出来ました。
　演芸のオープニングは運び込みも大変だったと思われ
ましたが、日本古来の楽器である琴が奏でる音をしっと
りと聞かせていただき至福のひとときでした。続いては
それぞれの学区毎にお揃いの着物で舞い踊る6演目です。

94歳の方もいらっしゃいました。立派ですね。皆さん
まだまだ舞踊に精進されることでしょう。
　フォークダンスは年を重ねても着れるコスチュームを
身につけて仲間と一緒に楽しく踊れる喜びを日常生活の
糧としてステップを踏んでいる姿がみられ感動しました。
　寸劇「不審な電話と電気点検を装った盗難事件」わが
身は絶対にないと思っていても被害者になってしまった
ことを「ダメ」「確認」「注意」「待て」の注意喚起の言
葉で学ぶことが出来ました。　　　　　　（大石眞由美）

リフォームリフォーム
ファッションショーファッションショー

上足洗みらいクラブ上足洗みらいクラブ 木の下町 百寿会木の下町 百寿会

啓発寸劇啓発寸劇

さわやか舞踊クラブさわやか舞踊クラブ

飯田シニアクラブ飯田シニアクラブ
清水区清水区

フォークダンスの会フォークダンスの会
弥生会弥生会

川原長寿会川原長寿会

東寿会東寿会

リフォームファッションショー
演芸

啓発寸劇
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活 動 報 告 《 葵 区 》　活 動 報 告 《 葵 区 》　

　9月16日（金）松富スポーツ広場にて第5回葵区ペタンク大会が開催さ
れました。参加チームは29チーム、87名。
　９月とは思えない真夏のような暑さの中でしたが、コロナ対策も万全
に行われました。
　来年の「ねんりんピックえひめ」大会に出場する葵区代表チームの選
考会を兼ねるとあって選手の皆さんも一層熱が入った試合になりました。
　参加された選手の皆さん暑い中ご苦労様でした。　　　（松原　三郎）

　オミクロン株の変化による新型コロナウイルスが拡散し、第８波
が警戒されるなか、10 月 21 日静岡市中央体育館で開催されました。
4 種目で熱闘が繰り広げられた結果、第４ブロックが（得点 60 点）
見事優勝の栄冠に輝きました。2 位は第２ブロック（45 点）、3 位
は第 1 ブロック（40 点）でした。　　　　　　　　　（八木　春馬）

美和学区が優勝、準優勝を独占！美和学区が優勝、準優勝を独占！

第15回葵区スポーツ大会第15回葵区スポーツ大会

順　位 地　区 クラブ名

優　勝 美　和 足久保生き生きクラブ

準優勝 美　和 健寿会

第 3 位
一番町 住吉会

西　奈 草の実会 B

大会結果大会結果

優　勝 第 4 ブロック（青色） 安東・一番町・伝馬町・横内・駒形

準優勝 第 2 ブロック（赤色） 井川・井宮・梅ヶ島・大河内・賎機・玉川・美和

第３位 第 1 ブロック（桃色） 安西・田町・中藁科・服織・南藁科

第４位 第 3 ブロック（黄色） 麻機・千代田・西奈・竜南

優勝した「足久保生き生きクラブ」

大会結果大会結果
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活 動 報 告 《 駿 河 区 》活 動 報 告 《 駿 河 区 》

　9 月 15 日（木）前日迄の猛暑はどこへやら！　台風 14 号の影響
を受け、会場の中島浄化センター多目的広場では海辺からのさわや
かな風の中、8 時試合開始です。32 チーム 96 名が４グループに分
かれて熱戦がくり広げられました。3 人が一体となって目標のビュ
ットに向かって攻めあうおもしろく楽しい競技。
　時間の経過につれ「もう疲れたよ〜」とねをあげる人もいました
が市の大会めざし励まし頑張りあう姿が印象的でした。大会結果は
下記の通りです。　　　　　　　　　　　　　　　　（大石眞由美）

　朝昼の寒暖の差が大きく体調管理に気をつかう日々です。
10 月 20 日（木）は雲ひとつない秋晴れの好天気。人数制限
されての大会でしたが市民体育館へ足早に参加してくれた仲間
は 45クラブ135名です。
　4 種目に 3 ブロック（ 赤・青・黄）がいっときの熱い闘い
をし参加者には各々の賞品があり、笑み笑みで帰っていただき
ました。実行委員、協力員の方御協力ありがとうございました。
結果は右記の通りです。　　　　　　　　　　　（大石眞由美）

さわやかな風の中 熱戦さわやかな風の中 熱戦

第15回駿河区スポーツ大会第15回駿河区スポーツ大会　　

第6回駿河区ペタンク大会第6回駿河区ペタンク大会

順　位 地　区 チーム名

優　勝 西豊田 福寿会

準優勝 中　島 若葉会 A

第 3 位
中　島 中島浜シニアクラブ

大里東 下島寿会 C

大
会
結
果

大
会
結
果

優　勝 第2ブロック・青組（中島・大谷・長田北・大里東・久能）

準優勝 第1ブロック・赤組（西豊田・長田東・川原・東源台・大里西）

第 3 位 第3ブロック・黄組（南部・富士見・森下・東豊田・中田）

大
会
結
果

大
会
結
果 輪投げ競走輪投げ競走

ボール押し競争ボール押し競争

3色玉入れ3色玉入れ

お手玉投げ競走お手玉投げ競走



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

活 動 報 告 《 清 水 区 》　活 動 報 告 《 清 水 区 》　

第 36 号（8）市 老 連 だ よ り令和 5 年 1 月発行

　9月16日（金）、季節は秋でも残暑厳しき中、清水庵原球場第２球
場において開催されました。コロナ感染症により２年間実施できな
かったので久し振りの大会です。参加選手は 210名（男性105名、女
性105名）。
　競技は午前と午後コートをかえて8ホール２ラウンドの16ホール
で試合を行いました。市大会への優先出場権（男女各上位入賞者）
獲得を目指して、一打一打に集中したプレーが展開されました。上
位入賞者は男女別に表のとおりです。　　　　　　　（水上　康行）

　清水区シニアクラブ連合会第 1 回ペタンク大会が 10
月18日（火）、秋葉山公園グラウンドにて 32 チームが参
加して行われました。本大会の上位チームが市大会（12
月2日）へ参加できる初めての予選会。
　予選リーグは A 〜 H の 8 ブロックに分かれ 3 試合の

勝敗で順位別 1 〜 4 位の決勝トーナメン
トへ進みます。
　当日は秋晴れには程遠い雨模様。各チ
ームは上位進出を合言葉に、一投一投に
集中した熱戦【入った！　あぁー】が展

開されました。大会結果は表の通りです。
　　　　　　　（水上　康行）

女性入賞者

男性入賞者

３年振りのグラウンド・ゴルフ大会３年振りのグラウンド・ゴルフ大会

市大会出場チームが決定市大会出場チームが決定

第23回清水区グラウンド・ゴルフ大会第23回清水区グラウンド・ゴルフ大会

順　位 氏 名 地 区 スコア

優　勝 鈴木　信次 清 水 31

準優勝 西ヶ谷安章 高 部 32

第３位 中山　義一 辻 34

第４位 堀内　賢三 庵 原 35

第５位 増田　　實 小 島 36

順　位 氏 名 地 区 スコア

優　勝 木下志保子 駒 越 34

準優勝 杉村千寿子 清 水 35

第３位 藤浪きの江 三 保 36

第４位 岡本　里子 三 保 37

第５位 梨本　和江 岡 38

大会結果大会結果
男性の部 女性の部

１位グループ

順　位 地　区 チーム名
優　勝 高　部 鳥　坂
準優勝 駒　越 駒　越

第３位
飯　田 蜂ヶ谷
両河内 両河内Ｂ

優　勝 両河内 両河内A
準優勝 袖　師 西久保第６

２位グループ

順　位 地　区 チーム名
優　勝 入　江 渋川北
準優勝 江　尻 江尻宝町

３位グループ

優　勝 飯　田 山　原
準優勝 辻 辻

４位グループ

大
会
結
果

大
会
結
果



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

会
員
数
52
名
、
私
達
の
健
寿
会

に
は
会
員
の
趣
味
に
応
じ
た
ク

ラ
ブ
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
ど
の

ク
ラ
ブ
に
も
専
門
講
師
は
い
ま
せ

ん
。
市
の
公
民
館
や
そ
の
他
習
い

ご
と
を
し
て
い
る
人
が
会
員
に
呼

び
か
け
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

花
札
、
輪
投
げ
、
川
柳
俳
句
の
会
、

民
舞
、
ペ
ン
習
字
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
、

内う
ち
み
や宮

サ
ロ
ン
等
々
。
毎
日
の
よ
う

に
町
内
の
集
会
所
の
窓
か
ら
歌
声
、

笑
い
、
会
話
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

ペ
ン
習
字
で
は
物
音
ひ
と
つ
し
な

い
位
集
中
し
て
い
る
姿
に
感
心
し

て
い
ま
す
。

　

月
１
回
神
社
、
公
園
ち
び
っ
こ

広
場
の
清
掃
奉
仕
に
も
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

　

以
前
私
は
県
老
連
主
催
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
大
井

川
の
河
川
敷
で
行
わ
れ
、
参
加
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
大

会
で
島
田
市
長
・
染
谷
絹
代
氏
の

挨
拶
に
「
こ
の
時
代
、
皆
さ
ん
は

体
を
動
か
し
、
ま
た
仲
間
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
こ

そ
４
０
０
余
名
の
人
が
集つ
ど

う
こ
と

は
非
常
に
喜
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
毎
日
教
養
、
教
育
を
心
が
け
て
。

何
も
偉
そ
う
に
教
養
、
教
育
で
は

な
く
、
今
日
は
用
事
が
あ
る
、
今

日
は
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
う

意
味
の
今
日
用
、
今
日
行
く
」
と

い
う
お
話
で
し
た
。
な
る
ほ
ど
と

納
得
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
色
々
な
行
事
、

催
し
事
が
中
止
に
な
っ
た
り
人
数

制
限
で
時
間
短
縮
し
て
い
る
こ
と

は
残
念
で
す
。
収
束
の
見
通
し
は

全
く
闇
の
中
で
、
今
ま
で
ど
お
り

感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
心
が

け
、
一
日
一
日
を
無
事
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

美
和
学
区

美
和
学
区    

健
寿
会
　
会
長

健
寿
会
　
会
長
　　
今
井
今
井  

三
重
子

三
重
子

健
寿
会
の
楽
し
さ

健
寿
会
の
楽
し
さ

輪投げで好投！

ペン習字

（9）第 36 号 市 老 連 だ よ り 令和 5 年 1 月発行

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵 区 》ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵 区 》
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第 36 号（10）市 老 連 だ よ り令和 5 年 1 月発行

西
豊
田
学
区
　
中
央
会
　
会
長
　

西
豊
田
学
区
　
中
央
会
　
会
長
　
高
田
　
雪
江

高
田
　
雪
江

15
年
の
活
動
を
振
り
返
り

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》　ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》　

「異国の丘」を披露

お揃いの赤いTシャツを着て参加お揃いの赤いTシャツを着て参加

　

平
成
20
年
に
「
中
央
会
」
会
長
を

受
け
15
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

学
区
の
会
長
も
6
年
間
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
西
豊
田
に

は
13
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
も

６
３
０
名
余
い
ま
し
た
（
女
性
の
会

長
は
私
1
人
で
し
た
）。
今
は
６
ク

ラ
ブ
2
9
０
名
と
寂
し
い
数
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

学
区
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
毎
年
「
来
て
こ
」
で
３
月
に
総
会
を

開
き
ま
す
。
約
２
０
０
名
が
参
加
し
盛

大
に
行
わ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

総
会
後
の
お
楽
し
み
演
芸
会
が
人
気

で
、
演
芸
を
観
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
に

も
花
が
咲
き
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
楽

し
い
時
を
過
ご
し
ま
す
。

　

４
月
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
行
い
約
50
名
が
参
加
し
勝
敗

を
競
い
ま
す
。
賞
品
も
用
意
す
る
の

で
プ
レ
イ
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　

８
月
は
連
合
町
内
会
の
行
事
「
に

し
と
よ
祭
り
」
に
輪
投
げ
２
台
を
出

し
参
加
し
ま
す
。
子
供
達
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
で
も
あ
り
、
お
菓
子
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
喜
ぶ
姿
を
見
る
と
、

と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

市
老
連
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
の
第
2
回
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
大
会
で
「
異
国
の
丘
」
を
11
人
で

踊
っ
た
時
の
こ
と
は
今
で
も
語
り
草

で
す
。
私
自
身
、
唄
と
セ
リ
フ
の
テ

ー
プ
を
編
集
し
踊
り
の
振
り
付
け
も

し
て
大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
今
と
な

れ
ば
良
い
思
い
出
で
す
。

　

令
和
元
年
の
葵
・
駿
河
区
合
同
の

芸
能
発
表
会
も
印
象
的
で
し
た
。
名

曲
「
北
国
の
春
」
を
歌
う
た
め
、
16

人
で
何
日
も
何
回
も
練
習
し
ま
し
た
。

本
番
で
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
歌
い

終
わ
っ
た
と
き
の
拍
手
の
嬉
し
か
っ

た
こ
と
と
言
っ
た
ら
…
…
大
満
足
で

し
た
。

　

年
を
と
っ
て
か
ら
で
も
こ
ん
な
風

に
力
を
合
わ
せ
て
達
成
し
て
い
く
っ

て
幸
せ
な
こ
と
で
す
よ
ね
。

　

最
近
テ
レ
ビ
で
、
87
歳
の
若
宮
正

子
さ
ん
の
「
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に

立
っ
て
バ
ッ
ト
を
振
っ
て
み
た
ら
当

た
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
」
っ
て
言
葉
、

な
ん
か
勇
気
が
出
る
感
じ
が
し
ま
せ

ん
か
？　

私
も
い
く
つ
に
な
っ
て
も

挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

岡
地
区
は
15
単
老
、
男
性
２
２
６

名
、
女
性
３
７
９
名
、
会
員
数

６
０
５
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
年
間
事
業
活
動
は

ほ
と
ん
ど
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
岡
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
を
行
い
、
会
員
の
健
康
保
持

と
融
和
を
図
る
行
事
と
し
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
ク

ロ
ッ
ケ
ー
、
輪
投
げ
大
会
等
開
催
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
15
単
老
の
内
の
ひ
と
つ

「
川
原
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
種
徳
会
」

の
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。『
種

徳
会
』と
い
う
名
称
は
中
国
古
典「
書

経
」
の
中
の
「
皋
陶
邁
種
徳
（
こ
う

よ
う
つ
と
め
て
と
く
を
う
う
）」
と

言
う
句
よ
り
と
っ
た
も
の
で
「
徳
を

う
え
る
」・「
い
つ
く
し
み
を
施
す
」

と
い
っ
た
意
味
で
す
。
命
名
は
初
代
、

自
治
会
長
の
鍋
田
邦
夫
氏
。
種
徳
の

心
は
川
原
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
的

精
神
の
支
柱
と
な
っ
て
今
に
受
け
継

が
れ
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

種
徳
会
は
男
性
26
名
、
女
性
44
名
、

会
員
数
70
名
で
６
班
に
分
け
班
長
を

置
き
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
毎
月
第
３
火
曜
日

に
役
員
15
名
に
よ
り
定
例
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
週
火
・
金
曜

日
午
前
９
時
よ
り
公
園
に
て
、
ク
ロ

ッ
ケ
ー
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
有
志
18
人
に
よ
り
毎
週
月
曜
日

午
前
８
時
よ
り
町
内
15
箇
所
の
古
紙

（
段
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
・
雑
誌
・
ア

ル
ミ
缶
）
等
の
収
集
場
所
を
リ
ヤ
カ

ー
６
台
に
て
集
め
、
業
者
に
渡
す
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
清
掃

奉
仕
も
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
健
康
づ
く
り
、
支
え
合

い
、
今
を
大
切
に
明
日
に
生
き
て
行

く
努
め
を
心
掛
け
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（11）第 36 号 市 老 連 だ よ り 令和 5 年 1 月発行

岡
地
区
　
岡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　

岡
地
区
　
岡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
杉
村
　
勝
巳

杉
村
　
勝
巳

明
日
を
生
き
る
‼︎
　
種し
ゅ
と
く
か
い

徳
会

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区清 水 区 》》

川原町シニアクラブ種徳会　クロッケー仲間川原町シニアクラブ種徳会　クロッケー仲間

古紙収集作業古紙収集作業

公園の清掃奉仕作業公園の清掃奉仕作業



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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活 動 報 告 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》活 動 報 告 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》

　８月26日（金）　静岡市中央体育館にて３区より選出された 46 チーム・
184 人が参加してシニアクラブ静岡市輪投げ大会が開催されました。
　体育館の蒸し暑さを吹き飛ばすほどの白熱した試合展開で、9 点に入
ると声の代わりに大きな拍手が鳴り響いていました。
　選手の皆さん、また来年も市の大会出
場目指し練習に励んでください。
　結果は表のとおりです。

（松原　三郎）

　シニアクラブ静岡市第9回ペタンク大会が12月2日(金)に駿河区の中島浄化センター多目
的広場で行われました。この大会は令和5年に愛媛県で行われる『ねんりんピック笑顔のえ
ひめ2023』ペタンク交流大会に出場するための静岡市代表チームの選考会です。各区の予
選を勝ち抜いた30チームが出場し、日頃の練習の成果を発揮して熱戦が展開されました。試
合の結果は表のとおりです。ねんりんピック出場は駿河区大里東学区下島寿会Aチームに決

定しました。上位を目指してこれからも練習
に励んでください。　　　　　　（戸塚　享）

46チームの頂点は由比！46チームの頂点は由比！

ねんりんピックに下島寿会Aチームねんりんピックに下島寿会Aチーム

順　位 区 学地区 クラブ名

優　勝 清水 由　比 由　比

準優勝 葵 麻　機 猿田川クラブ

第 3 位
駿河 長田東 みずほ「ひまわり」

葵 麻　機 麻丘クラブ A

第15回シニアクラブ静岡市第15回シニアクラブ静岡市
輪投げ大会輪投げ大会

ねんりんピックに下島寿会Aチームねんりんピックに下島寿会Aチーム

優勝した由比チーム

大会結果大会結果

ねんりんピックでの活躍をねんりんピックでの活躍を
期待します期待します

大会結果大会結果

優　勝 下島寿会A 駿河 大里東
準優勝 折戸A 清水 折　戸

第３位
若葉会B 駿河 中　島
登呂1楽友会A 駿河 富士見

敢闘賞

福寿会 駿河 西豊田
足久保生き生きクラブ 葵 美　和
中島浜シニアクラブ 駿河 中　島
蒲原B 清水 蒲　原

１位グループ 優　勝 住吉会 葵 一番町
準優勝 駒　越 清水 駒　越

２位グループ

優　勝 大谷シニアクラブB 駿河 大　谷
準優勝 折戸B 清水 折　戸

３位グループ

優　勝 下島寿会C 駿河 大里東
準優勝 岡 清水 岡

４位グループ
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活 動 報 告 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　活 動 報 告 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　

　7 月 20 日（水）　はーとぴあ清水にて３年ぶりに開催。葵・駿河・清水の女
性委員 39 人が出席しました。
　恒例の「事例発表」ではスクリーンを使い写真やコメントでわかりやすく、
地域での生き生きとした活躍を発表してくれました。発表者は葵区伝馬町学区
の伊藤清子さん、駿河区大里東学区の柴本ミチコさん、清水区清水地区の尾形
のり子さんの３名でした。
　「いきいきクラブ体操」で体をほぐした後は、８つのグループに分かれ「グ
ループ協議」。今回のテーマ「詐欺被害に遭わないために」について話し合い
ました。驚いたことに、出席者の 1/3 の方が詐欺の電話の体験者でした（も
ちろん被害にあった方はいません）。
　意欲的で活発な意見が飛び交い実りある交流会となりました。

　10月19日（水）中央福祉センターで行われ 7
名の方が参加されました。
　皆さん真剣に考えて、出した答えは……？
ん〜ん！ 惜しい！ 珍回答にドッと笑いが起こり
皆さん満面の笑み。
　「笑う門には福来る」今年も良い一年でありま
すように。

　11 月 13 日・14 日、ねんりんピック神奈川 2022 ペタンク
交流大会に、静岡市を代表してむつみ会（駿河区）が出場し
ました。結果は、シニアクラブ静岡市始まって以来の好成績、
64 チーム中ベスト 16 となり記念のメダルをいただきました。
準優勝の鳥取県や強敵埼玉県に勝利し予選トーナメントを 1
位通過。決勝トーナメントでは先輩格の浜松市にも勝利する
という大健闘でした。
これも、日ごろ熱心
に練習を重ねてきた
３人の選手の皆さん
の努力のたまもので
す。おめでとうござ
います！

活気あふれる「三区女性会員合同交流会」活気あふれる「三区女性会員合同交流会」

「ご長寿グランプリ」予選会「ご長寿グランプリ」予選会ねんりんピックで大健闘ねんりんピックで大健闘

ベスト 16 に輝いたむつみ会むつみ会

横山さん横山さん 石垣さん石垣さん 沢瑞さん沢瑞さん
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活 動 報 告活 動 報 告

　浜風が心地よい 10月14日（金）清水区シニアクラブ連合会主催
の三保松原清掃活動が実施されました。参加者は会員約 110 名と
地元「名勝保存会」の皆様 6 名。藤本区副会長の挨拶、保存会の
奥寺会長から注意事項を聞き、熊手などを使い羽衣の松周辺の枯
れ松葉を収集しました。小枝やゴミ袋は保存会の皆様が軽トラッ
クで運んでくださり、一時間ほどの作業でしたが見違える程きれ
いになりました。訪れた観光客
の方からも「ごくろう様」「あ
りがとう」と声を掛けられたり、
久し振りに会えた会員同士の会
話も弾み、和やかな雰囲気で無
事奉仕活動が出来ました。参加
された皆様ご協力ありがとうご
ざいました。　　（西ヶ谷光男）

力作揃いの作品展開催
　第 17 回葵区・駿河区合同シニア作品展が 11 月 17 日（木）
から 19 日（土）まで静岡市民ギャラリーにおいて開催され
ました。絵画、手芸・工芸、書道、写真の 4 部門に約 290
点が出品され華やかに展示されました。期間中に延べ 2000
人あまりの来場者があり、出展者が心を込めて制作した作
品に感心していました。なお、
駿河区からの出展作品から 25
点を選び、令和 5 年 1 月 4 日

（水）から 27 日（金）まで駿
河区役所でミニ作品展を行い
ます。ご来場ください。

（戸塚　享）

社会奉仕活動  三保松原清掃社会奉仕活動  三保松原清掃
清水区清水区

合同作品展合同作品展葵区・駿河区葵区・駿河区
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11
月
25
日
（
金
）
バ
ス
11
台
、

３
６
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
富
士

は
宝
永
山
近
く
ま
で
雪
化
粧
、
風

も
な
く
快
晴
で
上
着
を
脱
ぐ
程
の

暖
か
さ
。

　
「
西
湖
い
や
し
の
里
根ね
ん
ば場
」
は
22

棟
の
茅
葺
屋
根
の
家
が
立
ち
並
び
、

家
ご
と
民
芸
品
屋
・
窯
の
工
房
・
砂

防
資
料
館
な
ど
様
々
。
軒
先
に
と
う

も
ろ
こ
し
や
柿
が
吊
る
し
て
あ
っ
た

り
囲
炉
裏
が
あ
っ
た
り
と
ま
さ
に
い

や
し
の
集
落
で
し
た
。

　

河
口
湖
町
内
の
3
店
に
分
か
れ
て

の
昼
食
は
名
物
「
ほ
う
と
う
」
ワ
カ

サ
ギ
の
フ
ラ
イ
に
舌
鼓
、
窓
か
ら
湖

も
見
え
土
産
物
を
買
っ
た
り
と
楽
し

い
昼
時
間
で
し
た
。「
河
口
湖
音
楽

と
森
の
美
術
館
」
に
到
着
。
バ
ラ
園

を
通
り
西
洋
風
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
へ
、

ス
テ
ー
ジ
に
は
大
き
な
飾
り
箱
が
並

び
何
か
特
別
な
雰
囲
気
で
し
た
。
ド

イ
ツ
で
造
ら
れ
た
と
い
う
１
４
０
年

前
の
自
動
演
奏
楽
器
、
１
台
で
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
演
奏
。
バ
イ
オ
リ
ン
・
ピ

ア
ノ
自
動
演
奏
で
は
精
巧
な
機
械
の

動
き
が
テ
レ
ビ
に
映
さ
れ
驚
く
ば
か

り
で
し
た
。
館
内
に
は
１
０
０
年
前

の
音
楽
装
置
付
き
時
計
な
ど
高
級
品

が
ズ
ラ
リ
。
外
の
噴
水
も
曲
に
合
わ

せ
て
自
由
自
在
。
人
集だ
か

り
は
サ
ル
バ

ド
ー
ル
・
ダ
リ
作
「
レ
ー
ス
を
ま
と

っ
た
サ
イ
」。
こ
の
金
の
サ
イ
は
３

メ
ー
ト
ル
程
あ
り
時
価
８
億
円
、
触

っ
て
運
気
上
昇
と
い
う
こ
と
で
年
末

ジ
ャ
ン
ボ
が

当
た
る
よ
う

に
と
願
い
を

込
め
て
触
れ

る
多
く
の
方
が
。
美
術
館
を
出
て
も

み
じ
回
廊
へ
。
色
鮮
や
か
な
紅
葉
と
、

落
葉
し
た
も
み
じ
に
よ
っ
て
真
っ
赤

に
染
ま
っ
た
川
面
。「
紅
葉
の
名
所
」

と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

私
の
万
歩
計
は
９
８
０
０
歩
を
示

し
て
い
ま
し
た
が
、
交
流
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
通
じ
て
他
の
地
区
の
方
達
と

も
語
り
合
う
こ
と
が
出
来
有
意
義
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。（

西
ヶ
谷
光
男
）

お昼の「ほうとう」お昼の「ほうとう」

第６回シニアクラブ静岡市交流ウォーキング第６回シニアクラブ静岡市交流ウォーキング

河口湖もみじ回廊湖岸ウォーク河口湖もみじ回廊湖岸ウォーク

（15）第 36 号 市 老 連 だ よ り 令和 5 年 1 月発行

バス 11 台が集結、壮観ですバス 11 台が集結、壮観です

「西湖いやしの里根場」「西湖いやしの里根場」

「河口湖音楽と森の美術館」「河口湖音楽と森の美術館」
黄金のサイを触って黄金のサイを触って

運気上昇運気上昇
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「
会
員
文
芸
」
俳
句
欄
に
本
紙

創
刊
号
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
投

句
さ
れ
続
け
て
い
る
稀ケ

ウ有
な
存
在

と
も
云
え
る
遠
藤
昭
二
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

遠
藤
さ
ん
は
今
年
95
歳
。
目
と

耳
に
不
自
由
さ
は
あ
る
も
の
の

矍カ
ク
シ
ャ
ク鑠と
し
て
俳
句
に
余
念
な
く
、

日ヒ
ナ
ミ並

に
暮
ら
し
て
い
る
様
子
が

垣カ
イ
マ間
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

遠
藤
さ
ん
の
人
生
は
ご
多
分
に

洩
れ
ず
多
彩
を
極
め
、
17
歳
で
東

京
品
川
に
あ
っ
た
海
軍
の
衣
イ
リ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ

糧
廠

『
糧
食
生
産
隊
』
に
入
隊
、
農
作

物
の
生
産
に
従
事
し
、
そ
の
後
南

ボ
ル
ネ
オ
に
派ハ
ケ
ン遣

さ
れ
２
年
過
ぎ

た
と
こ
ろ
で
敗
戦
と
な
り
、
昭
和

21
年
７
月
に
復
員
し
ま
し
た
。
敗

戦
で
精
神
的
な
拠
り
所
を
失
っ
た

も
の
の
、
沈チ
ン
シ
モ
ク
コ
ウ

思
黙
考
の
結
果
、
静

住
職
と
の
語
ら
い
の
中
で
浮
か
ん

だ『
峰
近
し
雲
を
耕
や
し
到
彼
岸
』

が
あ
り
ま
す
。
僭セ

ン
エ
ツ越

な
が
ら
解
説

す
る
と
、
雲
が
次
か
ら
次
へ
と
湧

き
上
が
る
。
そ
の
雲
（
煩
悩
）
を

耕
や
す
と
は
此
岸
の
煩
悩
を
取
り

除
き
到
達
す
る
彼
岸
は
解ゲ
ダ
ツ脱

の
世

界
、
や
が
て
迎
へ
る
涅ネ
ハ
ン
ジ
ャ
ク
ジ
ョ
ウ

槃
寂
静
、

安
ら
か
な
世
界
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

俳
句
は
読
む
人
に
映
像
が
浮
か
ぶ

よ
う
な
も
の
が
大
切
で
す
。
こ
の

句
は
無
の
境
地
に
お
け
る
奥
深

い
見
事
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
俳
句
に
励
ん
で
下
さ

い
と
密
か
に
心
中
願
っ
て
取
材
を

終
え
ま
し
た
。（

学
道
・
八
木
春
馬
）

岡
県
庁
に
就
職
。
安

倍
地
方
事
務
所
や
県

税
事
務
所
等
勤
務
し

56
歳
で
定
年
退
職
。

ま
た
第
２
の
職
場
道

路
交
通
セ
ン
タ
ー
も

70
歳
で
退
職
。
こ
の

間
県
庁
退
職
者
主
催
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ン
ス
ト
で
は
、
は
か
ら
ず
も

特
選
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
文
化
活

動
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

老ロ
ウ
ダ
イ大

の
生
き
方
と
し
て
健
康
で

あ
る
こ
と
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

や
付
き
合
い
の
中
で
趣
味
を
広
く

も
つ
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
き
ま

し
た
。
な
か
で
も
俳
句
は
17
文
字

の
短
い
文
学
で
比
較
的
馴ナ

ジ染
み

易
い
こ
と
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ

一
寿
会
入
会
。
作
句
す
る
傍
ら

ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
坊
城
俊
樹
さ

ん
主
宰
の
『
花
鳥
』
会
に
も
入

会
。
俳
号
は
松
緑
が
好
き
な
こ
と

か
ら
『
松シ
ョ
ウ
ス
イ翠』

と
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
作
品
で
『
秋
潮
の
干
き

て
寄
り
合
う
夫
婦
岩
』
が
あ
り
ま

す
。
現
実
の
夫
婦
に
見
立
て
て
仲

良
く
寄
り
添
う
夫
婦
岩
に
想
像
的

共
感
を
覚
え
た
作
品
で
上
出
来
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は

静岡の
元気人

連載シリーズ － 第33回 －

遠藤　昭二さん（95歳）
葵区　一番町地区

住吉会

花鳥会誌 県職員写真コンテスト
特選のたて
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絵
画
と
俳
句
を
仲
間
と
楽
し
く

清
水
区
　
岡
地
区
　
川
原
町
種
徳
会

藤
田
　
邦
夫

　

最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
途
絶
え
て
い
る
が
、
そ
れ

ま
で
は
ほ
ゞ
月
に
一
度
は
山

登
り
に
出
掛
け
て
い
た
。
自

分
が
山
登
り
に
“
目
覚
め
た
”

の
は
、
比
較
的
遅
く
50
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
で
、
詳
し
い
知

識
や
経
験
も
な
い
が
、
色
々

な
縁
で
多
く
の
登
山
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
も
ら
い
、
時

に
は
百
名
山
に
数
え
ら
れ
る
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の

山
行
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
山
の
楽
し
み
方
は

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
頂
上
を
極
め
た
「
達
成
感
」
の
ほ

か
に
、
高
山
に
咲
く
美
し
い
花
々
に
出
会
っ
た
時
の
感

動
も
大
き
な
喜
び
の
一
つ
…
…
。
途
中
か
ら
は
メ
ン
バ

ー
の
高
齢
化
も
あ
っ
て
、
近
郊
の
低
山
を
ゆ
っ
く
り
歩

く
「
里
山
歩
き
」
に
変
わ
っ
た
が
、
一
番
の
楽
し
み
は

近
隣
の
数
家
族
で
〝
夫
婦
同
伴
〞
の
ハ
イ
ク
。
持
ち
寄

っ
た
料
理
や
デ
ザ
ー
ト
等
を
く
る
ま
座
に
な
っ
て
頬ほ
お
ば張

れ
ば
、
登
っ
て
来
た
疲
れ
も

途
端
に
消
え
る
。
ま
た
帰
り

に
は
必
ず
ふ
も
と
の
温
泉
に

浸
か
っ
て
汗
を
流
す
の
も
恒

例
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
、

今
迄
の
よ
う
な
楽
し
み
が
再

開
で
き
る
日
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
。

　

定
年
の
１
年
前
か
ら
公
民
館

の
絵
画
教
室
に
通
い
始
め
て
18

年
に
な
り
ま
す
。
絵
画
ク
ラ
ブ

の
名
前
は
「
春
秋
会
」
で
私
が
今
、

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
浜
田

交
流
館
で
月
２
回
絵
画
教
室
を
開
催
し
、年
２
回
の「
春

秋
会
展
」
も
盛
況
で
、
本
年
12
月
に
は
興
津
交
流
館
で

１
０
０
回
展
を
開
催
し
ま
す
。
絵
を
画
く
時
は
「
明
る

い
色
彩
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
画
く
」
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
10
年
程
前
か
ら
「
清
風
俳
句
会
」
に
も
入
会
。

入
江
交
流
館
で
月
1
回
句
会
を
開
き
、
仲
間
と
楽
し

く
や
っ
て
い
ま
す
。
自
作
の
俳
句
集
も
作
り
ま
し
た
。

静
岡
新
聞
「
ひ
ろ
ば
」
欄
に
も
月
１
回
投
句
し
て
い
ま

す
が
、
句
会
の
メ
ン
バ
ー
に
読
者
か
ら
「
あ
の
句
は
良

か
っ
た
で
す
ネ
」
と
の
お
手
紙
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
、

益
々
作
句
に
熱
が
入
り
ま
す
。
年
1
回
10
月
頃
、
吟
行

会
を
実
施
。
過
去
に
は
日
本
平
動
物
園
や
清
見
寺
等
で
、

今
年
は
駅
前
銀
座
商
店
街
で
行
う
予
定
で
す
。
年
々
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
新
規
入
会
者
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山
歩
き
は
楽
し
い

駿
河
区
　
森
下
学
区
　
長
寿
会

　
花
村
　
政
之

こんなことしています！こんなことしています！
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清
水
区　

岡
地
区　

川
原
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
種
徳
会　

藤
田　

邦
夫

浜
風
や
丸
く
産
ま
れ
し
折
戸
な
す

清
水
区　

有
度
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
崎
南
町　

山
口　

勝
己

茎く

く々

立
て
り
白
大
根
は
坂
の
畑

清
水
区　

不
二
見
地
区　

日
立
町
八
千
代
会　

柴　
　

律
子

亡つ

ま夫
逝
き
し
侭
の
船
小
屋
春
の
潮

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

三
日
月
の
空
に
墨
汁
虫
の
声

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

笹
竹　

修
一

十
五
夜
の
月
の
大
き
さ
色
の
良
さ

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

堺　

八
重
子

初
め
て
の
お
城
で
御
朱
印
鰯
雲

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

山
田　

眞
平

微
風
や
遠
く
聞
こ
え
る
セ
ミ
の
声

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

岩
田　

幸
子

風
の
音
晴
れ
た
夜
空
に
星
月
夜

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

行
雄

富
士
山
の
初
冠
雪
や
妻
の
古
希

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

土
田　

彰
顕

彼
岸
花
孤
老
の
庭
の
片
隅
に

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

田
辺　

久
之

天
高
し
紺
碧
の
空
小
鳥
舞
う

俳

句

会
員
文
芸

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

玲
子

う
す
陽
さ
す
庭
に
秋
蝶
ゆ
る
く
舞
う

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

小
原　

民
子

碧
空
を
笑
顔
で
仰
ぎ
家
路
を
急
ぐ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

滝
浪　

信
恵

新
調
の
眼
鏡
な
じ
ま
ず
冬
に
入
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

す
ゑ

里
山
に
初
冬
の
色
の
深
ま
り
て

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
朗

青
空
に
葉
先
が
映
え
る
松
手
入
れ

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

遠
き
富
士
望
む
花
壇
や
今
朝
の
冬

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

瀬
本　

玉
子

ス
カ
ー
フ
で
お
洒
落
に
決
め
し
初
冬
か
な

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

富
士
御
座
す
西
湖
の
野
辺
や
枯
尾
花

葵
区　

一
番
町
地
区　

住
吉
会　

遠
藤　

昭
二

元
朝
や
鳳
凰
の
富
士
眺
め
ゐ
る

清
水
区　

有
度
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
崎
南
町　

山
口　

勝
己

伊
豆
の
海
燃
ゆ
夕
日
は
海
を
染
め

　
　

な
ほ
炎も

え
さ
か
り
悠
々
沈
む

清
水
区　

由
比
地
区　

由
比
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

塚
本　

鐘
子

朝
明
け
の
老
木
の
桜
に
ウ
グ
イ
ス
の

　
　

ソ
プ
ラ
ノ
合
唱
春
告
げ
る
な
り

短

歌
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ア
メ
フ
ラ
シ

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者（
敬
称
略
）

伊
藤
八
千
代
　
　
𠮷
永
　
彰
子
　
　
川
合
ひ
さ
子
　
　
久
保
山
蓮
子
　

小
林
　
勝
美
　
　
鈴
木
　
朝
子
　
　
長
瀧
　
鉄
也
　
　
保
田
ひ
で
子
　

三
浦
美
保
子
　
　
米
倉
　
久
惠
　
　

前
回
の
答
え

川

柳

◎短歌・俳句・川柳を寄稿ください。
　※なお多くの方々の作品を掲載したいため１
人各１点でお願いします。

◎楷書で正確にご記入下さい。
◎原稿には本文の前に題名・学地区・クラブ名・
筆者・電話番号も必ずご記入ください。

◎原稿の採否・一部削除などは広報専門委員会
にお任せ願います。

◎原稿はお返しいたしませんので、あらかじめコ
ピーをとっておいてください。

◎「この記事が良かった」「こんな記事が読み
たい（特集を組んでほしい）」など、ご意見、
ご要望お待ちしています。（紙面上にて適宜
ご紹介させていただきます）

〒４２０−０８５４
静岡市葵区城内町 1 番 1 号　静岡市中央福祉センター 3 階

シニアクラブ静岡市事務局

原 稿 募 集

清
水
区　

江
尻
地
区　

川
岸
町
老
人
会　

松
永　

勝
子

病
院
の
窓
に
止
ま
れ
し
つ
ば
め
の
子

　
　

心
の
会
話
安
ら
ぎ
の
時

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

す
み
ま
せ
ん
杖
つ
く
人
の
横
を
抜
け

　
　

し
っ
か
り
歩
く
我
が
身
に
感
謝

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

小
澤　

と
よ

木
陰
に
て
涼
み
し
風
は
な
ん
と
な
く

　
　

秋
を
思
わ
す
気
配
な
り
け
り

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

井
出
志
津
夫

み
か
ど
捨
て
か
ぐ
や
は
帰
る
月
の
世
に

　
　

残
り
し
翁
嫗
の
涙

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

土
田　

彰
顕

氷
浮
く
沼
に
遊
ぶ
や
白
熊
よ

　
　

安
ら
け
き
顔
得
意
げ
に
見
ゆ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木
冨
美
子

熟
柿
を
残
し
て
鳥
に
お
す
そ
分
け

　
　

共
に
味
わ
い
共
に
生
き
る
や

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

三
重
野
隆
志

寝
こ
ろ
ん
で
読
書
の
秋
と
洒
落
込
ん
で

　
　

い
つ
の
間
に
や
ら
夜
明
け
で
目
覚
め

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

城
内　

良
子

学
生
と
短
歌
談
議
に
声
は
ず
む

　
　

ワ
イ
ワ
イ
そ
う
そ
う
足
久
保
の
里

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

前
田
か
ね
子

秋
空
に
桜
八
輪
勝
手
咲
き

　
　

人
も
各
々
花
も
各
々

清
水
区　

不
二
見
地
区　

日
立
町
八
千
代
会　

柴　
　

律
子

変
異
株
名
を
次
々
と
夏
に
入
る

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

手
帳
開
け
中
止
中
止
を
確
認
し

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

稲
森　

靖
子

秋
の
声
物
価
高
騰
め
じ
ろ
押
し

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

桑
原　

文
江

千
羽
鶴
手
先
運
動
脳
刺
激

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　
　

曻

名
月
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
も
ロ
シ
ア
に
も

クロスワード
パズル

（19）第 36 号 市 老 連 だ よ り 令和 5 年 1 月発行



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

編
集
後
記

編
集
後
記

◎
大
石
眞
由
美
（
駿
河
区
　
久
　
能
）

○
西
ヶ
谷
光
男
（
清
水
区
　
清
　
水
）

　
八
木
　
春
馬
（
葵
　
区
　
井
　
宮
）

　
松
原
　
三
郎
（
葵
　
区
　
美
　
和
）

　
戸
塚
　
　
享
（
駿
河
区
　
東
豊
田
）

　
水
上
　
康
行
（
清
水
区
　
高
　
部
）

◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
9
月
の
豪
雨
に
よ
る
洪
水
や
断
水
の
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
は
物

理
学
者
で
随
筆
家
の
寺
田
寅
彦
の
言
葉
で
す

が
、
七
夕
豪
雨
か
ら
約
半
世
紀
、
ま
さ
に
私

た
ち
一
人
一
人
が
肝
に
銘
じ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
は
い
っ
こ
う
に

治
ま
る
気
配
を
見
せ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
負

け
て
萎
縮
し
て
い
て
は
心
身
の
健
康
を
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
市
老
連
で
は
感
染
対

策
を
講
じ
て
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
行
事
を

増
や
そ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
市
老
連
へ
の
登
録
人
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
本
誌
の
記
事
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
　

　
　
　
　（
戸
塚
　
享
）

　全国老人クラブ連合会創立 60周年記念全国老人
クラブ大会が 11月 8日東京国技館で天皇皇后両陛
下ご臨席のもと開催されました。コロナ禍の人数制
限の中、全国から 900 名余の参加があり、シニア
クラブ静岡市からは遠藤会長始め 13名が参加しま
した。表彰の部では、服部富士男元市老連会長が厚
生労働大臣から、遠藤会長が全国老人クラブ連合会
会長から表彰されました。また、天皇陛下から「老
人クラブの皆さんが創意や工夫をこらし、子どもた
ちや若い世代とも交流しながら、積極的に社会参加
を進められていることを頼もしく思います。」との
お言葉をいただきました。

全国老人クラブ大会全国老人クラブ大会
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◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り 

」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛

頂
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の

向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。


